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平成26年度予算 

前年対比 32.0％増 

一般会計  18億5百万円の予算規模 一般会計  18億5百万円の予算規模 一般会計  18億5百万円の予算規模 

依存財源1,469,948千円（81.44%） 自主財源335,052千円（18.56%） 

ゴルフ場利用税交付金 
 5,500千円 

国庫支出金 
46,592千円 

県支出金 
179,804千円 

村債 
509,700千円 

歳入 

1,805,000千円 

地方交付税 
700,000千円 

地方譲与税 15,001千円 
地方消費税交付金 10,500千円 
自動車取得税交付金 2,500千円 
利子割交付金 120千円 
地方特例交付金 100千円 
配当割交付金 100千円 
株式等譲渡所得割交付金 30千円 
交通安全対策特別交付金 1千円 

村税 

85,504千円 

財産収入 
24,939千円 

諸収入 
37,831千円 

使用料・手数料 
19,466千円 

繰越金 
10,000千円 

寄付金 
3,700千円 

分担金及び負担金 
2,452千円 

繰入金 
151,160千円 

たばこ税 
70千円 

軽自動車税 
2,701千円 

村民税  
36,732 
千円 

固 定  
資産税  
46,001 
千円 

　

村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計

予
算
他
六
特
別
会
計
予
算
が
去
る
三
月

十
九
日
、村
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、長
年
の
懸
案

事
項
で
あ
り
、平
成
二
十
七
年
春
開
所

予
定
の
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
建
設
、平
成
二
十
四
年
度
か

ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
大
杉
公
園
周

辺
整
備
・
赤
坂
周
辺
整
備
等
の
大
型
事

業
の
完
了
を
予
定
す
る
と
共
に
、引
き

続
き
林
道
開
設
、村
道
の
維
持
補
修
等

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

又
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
源
と
し

て
間
伐
材
等
の
利
用
推
進
を
図
る
た
め

の
施
設
整
備
事
業
、新
規
防
火
水
槽
の

設
置
、新
た
に
高
校
生
の
修
学
に
対
す

る
助
成
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、新
規

事
業
の
実
施
と
併
せ
、前
年
度
と
比
べ

て
三
二
・
〇
％
増
の
総
額
十
八
億
五
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め
る

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、国
で
は
平
成

二
十
五
年
度
と
比
較
し
て
一
・
〇
％
減

ず
る
と
し
て
い
ま
す
。当
村
に
お
い
て

も
、こ
れ
ま
で
の
交
付
実
績
等
か
ら
一
・

九
六
％
減
の
七
億
円（
三
十
九
・
六
％
）

と
見
積
も
っ
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま

す
。

　

村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財
源
は

七
十
七
％
増
の
三
億
三
千
五
百
万
円

余（
一
八
・
六
％
）で
、昨
年
と
比
較
し
て

一
億
四
千
五
百
万
円
余
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、平
成
二
十
六
年
度
事
業
の

財
源
と
す
る
た
め
に
平
成
二
十
五
年
度

に
交
付
さ
れ
た「
地
域
の
元
気
市
町
村

交
付
金
」を
財
源
と
し
て
積
立
を
行
っ

た
、公
共
施
設
整
備
基
金
か
ら
の
繰
入

金
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。村
税
に
つ

い
て
は
、平
成
二
十
五
年
度
の
実
績
見

込
等
か
ら
個
人
村
民
税
を
中
心
に
二
百

八
十
万
円
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税
を
除

き
七
億
六
千
九
百
九
十
万
円
余
で
、国

県
支
出
金
が
二
億
二
千
六
百
三
十
万

円
余（
一
二
・
八
％
）、村
債
に
つ
い
て
は
、

大
型
事
業
の
完
了
の
た
め
、前
年
比
一

三
〇
％
増
の
五
億
九
百
七
十
万
円（
二

八
・
八
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
に
見
ま
す
と
、今
年
度
中
の

完
成
を
予
定
す
る
大
型
事
業
の
建
設
費

等
の
計
上
に
よ
り
、民
生
費
が
七
億
七

千
八
百
万
円
余（
四
三
・
一
％
）農
林
水

産
業
費
が
二
億
四
千
八
十
万
円
余（
一

三
・
三
％
）と
な
り
、両
事
業
費
で
全
体

の
五
十
六
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、公
債
費
が
二
億
二
千
八
百

万
円
余（
一
二
・
七
％
）、総
務
費
一
億

九
千
六
百
六
十
万
円
余（
十
・
九
％
）以

下
、衛
生
費
、教
育
費
、商
工
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
性
質
別
を
見
ま
す
と
、施
設
の

建
設
・
整
備
、林
道
開
設
等
に
充
て
る
普

通
建
設
事
業
費
が
八
億
三
千
五
百
万

円
余（
四
六
・
三
％
）、公
債
費（
目
的
別

と
同
じ
）、人
件
費
が
二
億
二
千
五
百
九

十
万
円
余（
一
二
・
五
％
）な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※（　

）は
歳
入
・
歳
出
全
体
に
お
け
る

構
成
比

　

歳

出

歳　
　

出

　

歳

入

歳　
　

入
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平 成 26 年 度 の 主 な 事 業 内 容
事 業 の 概 要実 施 事 業区　分

高橋地区に100�級の防火水槽を新設し、水利確保を図ります。（新）防火水槽整備事業
総務費

平成２７年度から１０年間の第５次根羽村総合計画を住民の意見を反映しながら策定します。（新）村総合計画策定事業

子育て支援の一環として、高校生等の修学費用に対して、補助金を交付して保護者の負担
軽減を図ります。

（新）高校生修学補助金
民生費

平成27年春の開所を目指して、地域密着型特別養護老人ホームの建設に着手します。（新）高齢者福祉施設建設事業

各種検診から予防接種等の住民検診を継続します。乳幼児から高齢者に至るまで予防接種
について一層充実を図ります。

（拡）住民検診事業衛生費

年々増加する有害鳥獣による農林産物への被害防止、積極的な駆除を推進するため、防除
柵・駆除への補助金を増額しました。

有害鳥獣駆除対策事業
農業費

農地の有効利用と荒廃防止のため、農地を借り受けた農業従事者に助成金を交付し、農地
の集約化を図ります。また、特定作物の生産量に応じた助成も増額しています。

農地有効利用推進事業

林業振興を図るため、計画的に林業基盤安定強化を進めていきます。今年度林道２路線の
開設を継続します。

林道開設事業

林業費
林地残材等の未利用材を活用し、木の駅プロジェクトを中心に、バイオマスエネルギーに
供給するための施設・体制整備を図ります。

（新）県産材供給体制整備事業

大杉周辺の公園整備の第1期完成を目指します。赤坂周辺整備も同時施工を予定していま
す。

観光施設整備事業
商工費

地域住民と共同で地域への新たな誘客対策を進めます。農産物の生産販売を拡充し、耕作
地の荒廃防止を図り、集落の活性化を進めます。

（新）過疎集落等自立再生事業

地域の建築産業の活性化に併せて浄化槽等の設置推進を目的に、住宅リフォーム補助金制
度を今年度まで緊急事業として継続します。

地域産業活性化等緊急助成事業
土木費

村道を安全に通行できるよう、舗装の補修、側溝の改修、オーバレイを行います。また、
冬期の除雪に即対応できるよう除雪体制の強化を図ります。

（拡）村道維持補修・オーバレイ
工事

村の宝である大杉を、末永く保存するため、樹木医による現状診断を行います。
（新）国天然記念物「月瀬の大杉」
診断事業教育費

普通建設事業費 
835,066　46.26％ 

商工費 
61,799 
3.42％ 

目 的 別 性 質 別 （単位：千円） （単位：千円） 

農林水産業費 
240,830　13.34％ 

公債費　228,753　12.67％ 

民生費　778,248　43.12％ 

総務費　196,661　10.90％ 

教育費　72,298　4.01％ 消防費 
55,272 
3.06％ 

衛生費　113,195　6.27％ 

土木費 
29,577 
1.64％ 

議会費他　28,367　1.57％ 

人件費　225,940　12.52％ 

公債費　228,753　12.67％ 

物件費　180,431　10.00％ 

積立金他　8,910　0.49％ 

扶助費 
51,814 
2.87％ 補助費　171,214　9.49％ 

繰出金　102,872　5.70％ 

各 会 計 別 予 算 の 比 較　（単位：千円）　

伸　率（％）比　　　較25 年 度 予 算 額26 年 度 予 算 額区　　　　　分

32.0438,0001,367,0001,805,000一　般　会　計

2.12,04197,25599,296国 民 健 康 保 険 会 計
特　

別　

会　

計

0.25026,14626,196簡 易 水 道 会 計

－12.9－10,06078,17768,117下 水 道 会 計

1.72,360142,767145,127介 護 保 険 会 計

0.0015,70015,700根 羽 村 営 バ ス 会 計

17.92,73515,24017,975後 期 高 齢 者 医 療 会 計

－0.8－2,874375,285372,411合　　　　計

25.0435,1261,742,2852,177,411総　　　合　　　計

（新）…新規
（拡）…拡充
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三
月
六
日
・
七
日
・
十
九
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
三
月

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。 三

月
定
例
会

議会だより一

般

質

問

◆
坂
巻
博
文
議
員

質
問　

簡
易
水
道
の
水
利
や
管
路
、施
設
等
の

老
朽
化
に
よ
る
施
設
整
備
を
見
直
す
時
期
が

き
て
お
り
、耐
用
年
数
は
四
十
年
位
と
聞
い
て

い
ま
す
。施
設
設
置
後
、三
十
五
年
ほ
ど
経
過

し
、簡
易
水
道
施
設
は
飲
料
水
、消
火
栓
と
し

て
生
活
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
施
設
で
あ
り

ま
す
。住
民
の
安
心
、安
全
を
確
保
す
る
た
め

早
急
に
対
応
す
べ
き
事
業
と
考
え
ま
す
が
、水

道
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、当
村
は
高
齢
化
率
四
十
六
・
六
％
と

高
く
、人
口
減
少
も
伴
い
非
常
時
に
お
い
て
、

早
期
の
消
火
に
は
大
変
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
押
さ
え
生
命
財
産
を
守
り
、

住
み
続
け
る
こ
と
の
出
来
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
、消
火
栓
の
本
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

回
答　

根
羽
村
内
に
は
、根
羽
簡
易
水
道
、小

戸
名
簡
易
水
道
、桧
原
飲
料
水
供
給
施
設
、浅

間
簡
易
給
水
施
設
の
四
つ
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。根
羽
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、昭
和
五
十

四
年
か
ら
五
十
七
年
に
か
け
て
施
設
整
備
を

行
い
、配
水
池
は
大
洞
と
萸
野
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、平
成
十
一
年
、十
二
年
の
二
ヶ
年
に

わ
た
り
市
之
瀬
の
浄
水
場
を
増
設
し
ま
し
た
。

管
路
延
長
は
一
万
八
千
七
百
五
十
一
メ
ー
ト

二
十
六
年
度
一
般
会
計
予
算
等

　

二
十
三
議
案
に
つ
い
て
審
議

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、小
戸
名
の
簡
易

水
道
は
昭
和
五
十
三
年
に
整
備
し
管
路
延
長

は
五
千
九
百
三
十
五
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。桧
原
飲
料
水
供
給
施
設
は
、昭
和
五
十

八
年
に
整
備
し
、管
路
延
長
は
四
千
七
百
八
十

四
メ
ー
ト
ル
、な
お
、浅
間
簡
易
給
水
施
設
は

五
十
九
年
か
ら
六
十
年
に
整
備
し
、管
路
延
長

は
二
千
五
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。現

在
、村
内
の
簡
易
水
道
の
管
路
延
長
は
三
万
二

千
二
十
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。さ
て
、簡
易

水
道
施
設
の
耐
用
年
数
は
、四
十
年
程
度
と
さ

れ
て
い
ま
す
。村
内
の
施
設
に
つ
い
て
も
設
置

後
、既
に
三
十
年
か
ら
三
十
五
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
。施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、そ
の
都

度
対
応
し
て
お
り
、出
来
る
だ
け
不
都
合
が
生

じ
な
い
よ
う
事
前
の
修
繕
等
を
行
い
、こ
れ
ら

の
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。水
道

施
設
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
中
で
最
も
重
要
な

施
設
で
あ
り
、村
内
の
施
設
が
ま
も
な
く
耐
用

年
数
を
迎
え
る
現
状
か
ら
、早
い
時
期
に
全
村

の
水
道
施
設
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、施
設
の

更
新
を
順
次
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。消
火
栓
に
つ
い
て
、現
在
村

内
に
は
百
二
十
六
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
火
栓
の
設
置
に
つ
い
て
は
、水
道
施
設
が
建

設
さ
れ
る
昭
和
五
十
三
年
当
時
に
半
径
百
メ
ー

ト
ル
以
内
に
三
個
以
上
あ
る
こ
と
が
基
準
と

さ
れ
、各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
設
置
箇
所
を
選
定

し
て
頂
き
現
在
の
百
二
十
六
箇
所
が
決
定
し

ま
し
た
。次
に
消
火
栓
は
火
災
時
に
お
い
て
、

初
期
消
火
に
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。但

し
、現
在
の
施
設
の
中
で
の
新
設
は
、管
路
の

老
朽
化
の
問
題
も
あ
り
難
し
い
点
も
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
作
成
す
る
水
道
施
設
整
備
計

画
の
中
で
は
新
た
に
消
火
栓
の
設
置
箇
所
に

つ
い
て
再
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
簡
易
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
早
い
時

期
に
水
道
施
設
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め
な

が
ら
施
設
の
維
持
修
繕
も
そ
の
都
度
対
応
し

て
、村
民
の
皆
さ
ん
に
不
自
由
を
感
じ
さ
せ
る

事
の
な
い
よ
う
維
持
管
理
に
努
め
、安
定
し
た

給
水
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

◆
片
桐
俊
夫
議
員

質
問　

根
羽
村
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
設
置
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
は
、公

文
書（
記
録
・
文
書
）保
管
場
所
を
言
い
、国
に

お
い
て
は
国
立
公
文
書
館
が
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。

①
個
人
又
は
、組
織
が
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、

作
成
、蓄
積
し
た
文
書
、映
像
、音
声
な
ど
に

よ
る
記
録
や
電
子
記
録
な
ど
の
内
、組
織
運

営
や
学
術
研
究
の
必
要
性
、文
化
そ
の
他
の

多
様
な
価
値
ゆ
え
に
永
続
的
に
保
存
さ
れ

る
文
書

②
こ
れ
ら
の
文
書
記
録
等
を
保
存
し
、整
理
し

利
用
に
供
す
る
施
設

③
文
書
記
録
等
を
保
存
、整
理
、利
用
に
供
す

る
行
為

　

さ
て
、現
在
役
場
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
た
、

文
書
・
映
像
・
音
声
な
ど
の
記
録
や
電
子
記
録

が
ど
の
様
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。過
去
に
、書
庫
か
ら

書
類
を
運
び
出
し
、中
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
ト
ラ
ッ
ク
数
台
で
大
量
に
運
搬
し
て
い
る

状
況
を
見
た
事
が
二
回
あ
り
ま
し
た
。書
類
は

保
存
期
間
を
設
定
さ
れ
て
期
間
が
経
過
す
れ

ば
保
存
す
る
義
務
が
完
了
し
、ま
た
書
庫
の
書

類
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
処
分
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、毎
日
役
場
で
作
成
さ
れ
て
い
る
公

文
書
を
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
目
標
で
精
査
、

整
理
、分
類
し
て
保
存
し
て
い
く
か
村
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

回
答　

根
羽
村
で
は
文
書
の
取
扱
規
程
に
基

づ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
は
特
殊
な
場
合
を

除
き
文
書
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

規
程
が
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
文
書
の
取
扱
規

程
と
事
務
処
理
規
則
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
決
済

者
が
押
印
し
て
決
済
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
、

基
本
的
に
は
全
て
紙
ベ
ー
ス
で
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。保
存
さ
れ
る
文
書
に
つ
い
て
は
、法

令
に
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
は
こ
れ
に
基
づ
き
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
文
書
の
分
類
保
存
年
限

表
が
あ
り
、こ
れ
に
基
づ
い
て
永
久
に
保
存
す

る
永
年
保
存
、十
年
間
保
存
す
る
十
年
保
存
、

五
年
保
存
、二
年
保
存
の
四
種
類
に
区
分
さ
れ

て
分
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
、保
存
し
て

い
ま
す
。な
お
、保
存
期
間
の
過
ぎ
た
文
書
は

順
次
廃
棄
を
し
て
お
り
、原
則
と
し
て
焼
却
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
、

こ
れ
に
基
づ
き
時
期
を
み
な
が
ら
北
設
衛
生

処
理
組
合
の
中
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬

入
し
、焼
却
処
分
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、近
年

は
電
子
情
報
処
理
だ
と
か
、情
報
通
信
利
用
に

よ
る
文
書
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
、法
律
や
条
例
に
よ
っ
て

公
文
書
と
見
な
さ
れ
る
規
程
が
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、永
久
選
挙
人
名
簿

な
ど
は
、磁
気
デ
ィ
ス
ク
で
調
整
が
で
き
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、紙
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
い
な
い
も
の
は
、戸
籍
と
住
民
記
録
の
み
で

あ
り
、災
害
等
に
よ
り
紛
失
さ
れ
る
事
が
な
い

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
全
国
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

で
副
本
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。村
が
使
用
し

て
い
ま
す
財
政
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
他
の
デ
ー

タ
に
つ
い
て
も
北
海
道
で
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
全
て
専
用
回
線
に
よ
っ
て
通
信
し

て
お
り
、外
部
へ
の
デ
ー
タ
流
失
は
考
え
ら
れ

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、シ
ス

テ
ム
以
外
の
公
文
書
や
事
務
処
理
す
る
情
報

に
つ
い
て
も
外
部
に
流
失
す
る
事
の
な
い
よ

う
職
員
の
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
に
は
接
続
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。デ
ー

タ
を
外
部
に
持
ち
出
す
事
は
、原
則
禁
止
し
て

お
り
、事
務
処
理
上
ど
う
し
て
も
必
要
な
時
は
、

記
録
媒
体
に
移
し
て
副
村
長
の
許
可
を
受
け

て
持
ち
出
す
事
が
で
き
る
決
ま
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。村
は
、多
く
の
個
人
情
報
を
保
管
し

て
お
り
、そ
の
管
理
に
は
注
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、情
報
公
開
等
に
つ
い
て
も
、情
報
公
開

条
例
や
個
人
情
報
の
保
護
条
例
の
規
程
に
基

づ
き
適
正
に
公
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。現
在
、村
が
保
管
し
て
い
る
情
報
や

記
録
、写
真
な
ど
で
将
来
に
残
す
べ
き
も
の
と

し
て
、例
え
ば
平
成
十
二
年
の
豪
雨
災
害
は
記

録
集
と
し
て
冊
子
で
保
存
し
て
い
ま
す
が
、電

子
媒
体
の
保
存
は
し
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、資

料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
、

村
の
文
化
財
調
査
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
る
保
管
が
可
能
か
今
、試

み
が
始
ま
っ
た
段
階
で
あ
り
ま
す
。近
年
で
は

デ
ジ
タ
ル
で
の
保
管
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、過
去
の
紙
ベ
ー
ス
で
保
管
さ
れ
て
い
る

公
文
書
に
つ
い
て
、現
段
階
で
は
早
期
に
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
ま
で
は
考
え
て
お
ら
ず
、従
来
ど

お
り
適
切
に
保
管
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
石
原
賢
藏
議
員

質
問　

赤
坂
地
区
に
高
齢
者
施
設
が
整
備
さ

れ
ま
す
。開
所
後
は
施
設
に
小
さ
な
お
子
さ
ん

を
つ
れ
た
家
族
の
方
も
見
え
る
と
思
い
ま
す

が
、周
辺
に
遊
具
が
少
な
く
子
供
達
を
遊
ば
せ

る
物
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、ネ
バ
ー

ラ
ン
ド
の
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
検
討

し
、誘
客
を
図
っ
て
い
か
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、大
杉
周
辺
の
整
備
も
進
み
、多
く
の

方
が
集
ま
る
場
所
が
出
来
て
い
ま
す
。住
民
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
必
要
な
建
物
に
つ
い
て

は
、整
備
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。今
後
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
か
村
長
に
伺
い
た
い
。

回
答　

赤
坂
地
区
の
整
備
に
つ
い
て
は
、大
規

模
な
遊
具
施
設
が
あ
る
遊
園
地
的
な
設
備
で
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根
羽
村
の
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、村
で

は
子
育
て
支
援
、若
者
定
住
対
策
、村
民
の
健

康
づ
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
導
入
し

て
安
全
安
心
な
生
活
が
で
き
る
取
組
を
し
て

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
に
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
事
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
考
え
、

そ
の
た
め
に
は
地
域
内
に
雇
用
の
循
環
が
あ

る
事
、地
域
内
に
経
済
の
循
環
が
あ
る
事
、地

域
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
循
環
が
あ

る
事
が
必
要
で
あ
り
、こ
の
仕
組
み
を
作
る
事

が
定
住
に
対
し
一
番
必
要
で
あ
る
と
考
え
、様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。も
う
一
つ
重
要

な
事
と
し
て
村
の
Ｐ
Ｒ
を
外
に
発
信
す
る
に

は
根
羽
村
に
住
む
私
達
が
地
域
に
誇
り
と
自

信
を
持
つ
事
が
大
切
で
あ
り
、そ
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
事
が
一
番
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
根
羽
村
の
様
々
な
村
づ
く
り
だ
と

か
支
援
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
発
信
し

て
い
く
事
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
、雑
誌
に
よ
る
記
事
で

の
紹
介
、ま
た
、交
流
会
を
通
じ
て
人
か
ら
人

へ
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
く
事
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
策

で
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
根
羽
村
振
興
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

審
議
会
組
織
に
関
す
る
条
例
の
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

固
定
資
産
税
の
前
納
報
償
金
廃
止
に
関
す

る
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報

償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

退
職
報
償
金
の
支
給
額
に
つ
い
て
条
例
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

社
会
委
員
委
嘱
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

　

被
保
険
者
の
保
険
料
額
の
決
定
に
よ
り
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
保
険
料
負
担

金
に
よ
り
、七
十
三
万
円
を
追
加
し
、総
額
千

五
百
九
十
七
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
一
般
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
予
算

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
下
水
道
特
別
会

計
予
算

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特
別
会

計
予
算

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

　

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
詳

細
に
つ
い
て
は
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

田
島
、原　

小
夜
子
さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し

ま
し
た
。

◆
根
羽
村
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の
策
定

安
心
・
安
全
で
生
活
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、幹
線
道
路
、林
道
等
、各
地
域
の
辺
地
対

策
総
合
計
画（
五
ヶ
年
）に
つ
い
て
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

◆
飯
田
市
と
の
間
に
お
い
て
締
結
し
た
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
の
一
部
を
改
正
す
る
協
定

の
締
結

　

平
成
二
十
一
年
に
締
結
し
た
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
に
対
し
て
、飯
田
下
伊
那
診
療
情
報

連
携
シ
ス
テ
ム
へ
の
支
援
に
関
す
る
事
項
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
議
会
の
議
員
の
報
酬
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給

与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

二
十
五
年
に
引
き
続
き
二
十
六
年
度
も
給

与
の
十
三
％
を
減
額
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
五
号
）

　

大
杉
公
園
施
設
整
備
等
に
よ
り
、二
億
六
百

五
万
千
円
を
追
加
し
、総
額
二
十
四
億
千
九
百

四
十
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）

　

国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
費
等
に
よ
り
、百
四
万

五
千
円
を
追
加
し
、総
額
一
億
七
百
九
十
九
万

二
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

　

水
道
施
設
維
持
管
理
に
関
す
る
増
額
等
に

よ
り
、三
十
一
万
五
千
円
を
追
加
し
、総
額
二

千
六
百
四
十
六
万
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　

人
件
費
等
の
減
額
に
よ
り
、三
十
七
万
五
千

円
を
減
額
し
、総
額
七
千
八
百
二
十
五
万
二
千

円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
等
に
よ
り
、二
十

一
万
三
千
円
を
追
加
し
、総
額
一
億
四
千
九
百

八
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
営
バ
ス
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　

阿
智
村
、平
谷
村
の
負
担
金
と
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
財
源
に
修
繕
費
と
し
て
、六
十

三
万
円
を
追
加
し
、総
額
千
六
百
三
十
八
万
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
根
羽
村
後
期
高
齢
者
医
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木
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モ
デ
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住
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例

補

正

予

算

人　

事

そ

の

他

住
宅
見
学
会
を
開
催 

　

村
で
は
、
長
野
県
の
元
気
づ
く

り
支
援
金
を
活
用
し
て
、
根
羽
杉

を
使
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
モ
デ
ル
住

宅
を
田
島
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

内
外
装
と
も
根
羽
杉
を
使
っ
た

低
価
格
で
コ
ン
パ
ク
ト
（
延
床
面

積
五
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル
）、工
期

は
二
ヶ
月
と
短
い
こ
と
が
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
。

　

一
階
は
居
間
と
四
・
五
畳
の
和

室
、
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
木

製
の
デ
ッ
キ
を
備
え
、
二
階
は
寝

室
が
あ
り
ま
す
。

　

簡
素
な
構
造
で
す
が
、
外
壁
と

床
材
に
は
三
〇
ミ
リ
の
杉
板
が
使

わ
れ
て
お
り
、
若
い
世
代
や
、
工

期
が
短
い
こ
と
か
ら
震
災
な
ど
の

復
興
住
宅
と
し
て
の
需
要
も
期
待

が
で
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
三
月
十
五
・
十
六
日

に
森
林
組
合
と
協
賛
で
住
宅
展
示

会
が
行
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
六

〇
組
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
住
宅
見
学
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
が
、
見
学
会
開
催

日
以
外
で
見
学
を
し
た
い
方
は
、

役
場
振
興
課
ま
た
は
根
羽
村
森
林

組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
な
く
今
あ
る
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら
多

く
の
人
が
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、心
や
す
ら
ぐ
環

境
施
設
整
備
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
自
社
製
品
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
、

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
だ
か
ら
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

や
子
ど
も
の
メ
ニ
ュ
―
な
ど
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー

の
変
更
を
考
え
て
お
り
、現
在
単
価
や
品
目
を

含
め
て
こ
の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
一
新

を
図
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
杉
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、国
道
側
へ
の

駐
車
場
整
備
、矢
作
川
を
渡
る
歩
道
整
備
、大

杉
ま
で
の
遊
歩
道
の
整
備
、更
に
駐
車
場
側
へ

の
ト
イ
レ
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
整
備
が
完
成
し
ま
す
と
今
ま
で
以
上
に

月
瀬
の
大
杉
を
訪
れ
る
お
客
様
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、施
設
を
有
効
に
活

用
し
、地
元
へ
お
金
を
還
元
さ
せ
ら
れ
る
事
が

重
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。村
も
こ
れ
か
ら
の

計
画
に
は
積
極
的
に
関
与
し
、地
域
の
皆
さ
ん

や
関
係
す
る
皆
さ
ん
と
議
論
し
な
が
ら
必
要

な
も
の
を
順
次
整
備
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
原　

光
史
議
員

質
問　

平
成
二
十
七
年
の
春
に
は
開
所
す
る

赤
坂
の
老
人
福
祉
施
設
は
大
勢
の
人
達
が
利

用
す
る
事
に
な
る
の
で
す
が
、そ
の
際
に
ネ

バ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
行
き
来
に
は
、国
道
の
横
断

の
安
全
性
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、村

長
の
対
策
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

根
羽
村
に
居
住
し
た
り
、関
わ
り
を
持
つ
と

色
々
な
特
権
が
あ
る
事
を
今
以
上
に
村
外
に

発
信
す
る
事
が
で
き
な
い
か
村
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

回
答　

国
道
横
断
の
安
全
性
の
問
題
に
つ
い

て
は
、福
祉
施
設
が
出
来
て
か
ら
は
日
常
的
に

多
く
の
方
が
国
道
を
横
断
す
る
事
が
確
実
に

な
り
ま
す
。今
後
、早
急
に
直
轄
管
理
で
あ
り

ま
す
飯
田
国
道
事
務
所
に
対
し
て
歩
道
橋
、或

い
は
地
下
式
歩
道
な
ど
安
全
に
渡
れ
る
施
設

の
設
置
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

当

初

予

算
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ドイツで一番幸せな村の村長講演会

ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
宣
言
か
ら
十
年

　

村
民
の
自
治
と
村
の
自
立
を

　
　

ド
イ
ツ
・
レ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ
村
に
学
ぶ

　

去
る
一
月
十
一
日
、
ド
イ
ツ
・
レ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ
村
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
村
長
を
お
招
き
し
、

「
ド
イ
ツ
で
一
番
幸
せ
な
村
の
村
長
講
演
会
」
を
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
く
な
げ
」
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
根
羽
村
を
皮
切
り
に
全
国
六
箇
所
を
講
演
し
、
再

び
一
月
二
十
二
日
根
羽
村
に
お
い
て
報
告
会
が
お
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
迎
え
し
た
の
は
ド
イ
ツ
・

レ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ
村
の
ウ
ィ
ル
フ
ェ

ル
ム
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
村
長
と
ザ

ビ
ネ
婦
人
、
通
訳
の
カ
リ
ン
・
ホ

フ
ラ
さ
ん
の
三
名
。
午
前
十
時
三

十
分
来
村
し
た
一
行
は
、
大
久
保

村
長
の
案
内
で
月
瀬
の
大
杉
、
根

羽
村
森
林
組
合
、
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
、
村
内
の
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
村
長
は
村

づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
、
先
々

で
熱
心
に
大
久
保
村
長
に
質
問
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
か
ら
の
講
演
会
は
、

村
内
外
か
ら
三
五
〇
人
余
の
人
が

詰
め
か
け
、「
し
ゃ
く
な
げ
」
の

椅
子
が
足
り
な
く
な
り
、
立
ち
見

が
で
き
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
村
長
は
、
合
併

で
学
校
や
公
共
施
設
が
な
く
な
り
、

地
域
力
が
低
下
、
若
者
が
離
村
で

一
月
十
一
日　

講
演
会

人
口
が
急
減
し
た
こ
と
や
、
州
議

会
に
合
併
解
消
を
働
き
か
け
た
経

緯
を
説
明
。

　

合
併
解
消
後
は
、
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
力
を
入
れ
、
村
役
場
、
合

唱
団
の
リ
ハ
ー
サ
ル
ホ
ー
ル
、
消

防
署
、
幼
稚
園
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
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�

�

�
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ド
イ
ツ
・
レ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ
村

と
は
ど
ん
な
村
？

　

ド
イ
ツ
・
レ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ

村
は
ド
イ
ツ
南
部
の
バ
イ
エ
ル

ン
州
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
行
政
管

区
に
属
し
、
チ
ェ
コ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
と
の
国
境
に
近
い
村
で

す
。

　

一
九
七
八
年
に
合
併
し
ま
し

た
が
、
若
者
の
流
出
が
進
み
、

一
時
期
は
七
八
〇
人
い
た
人
口

が
五
八
〇
人
ま
で
減
少
し
、
地

域
の
存
続
の
危
機
に
陥
り
ま
し

た
。
現
村
長
と
仲
間
が
立
ち
上

が
り
、
粘
り
強
い
交
渉
の
末
、

一
九
九
三
年
再
び
独
立
し
た
自

治
体
と
な
っ
て
、
村
民
に
よ
る

自
治
を
軸
に
し
て
総
合
的
な
取

り
組
み
を
自
分
た
ち
の
力
で
行
っ

て
き
た
結
果
、
八
三
〇
人
ま
で

人
口
が
増
加
し
、「
天
国
の
よ

う
な
村
」
と
し
て
世
界
中
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

イギリス

ドイツ

フランス オーストリア

レッテンバッハ村
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ト
ラ
ン
な
ど
村
の
ど
こ
の
店
で
も

地
域
通
貨
で
買
い
物
が
で
き
、
地

域
で
循
環
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

将
来
に
向
け
て
大
事
な
こ
と
は
、

子
供
た
ち
に
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
を
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

鳥
取
市
や
岐
阜
県
郡
上
市
な
ど

を
回
っ
た
後
、
一
月
二
十
二
日
、

工
業
団
地
な
ど
、
こ
れ
ら
全
部
建

築
家
や
技
術
士
に
頼
ら
ず
、
全
部

村
の
人
が
自
分
で
考
え
て
自
分
で

作
る
こ
と
で
借
金
が
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

ま
た
、
太
陽
光
や
森
林
な
ど
の

自
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
活
用
に
踏

み
出
し
、
公
共
施
設
の
暖
房
に
薪

ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。
村

が
村
民
か
ら
薪
を
買
う
と
き
は
地

域
通
貨
で
払
い
ま
す
。
根
羽
村
で

始
ま
っ
た
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ね
ば
り
ん
」
と
同
じ
仕
組
み
で

す
。
地
域
通
貨
で
村
内
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
、
ス
ー
パ
ー
、
レ
ス

一
月
二
十
二
日　

交
流
会

再
び
根
羽
村
に
お
い
て

「
日
本
縦
断
振
り
返
り
交

流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
交
流
会
に

先
立
ち
、
根
羽
中
学
校

に
お
い
て
小
学
校
五
・

六
年
生
及
び
中
学
生
の

特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

児
童
生
徒
か
ら
は「
村

で
若
者
に
人
気
の
あ
る

仕
事
は
何
で
す
か
」
な

ど
、
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
の
交
流
会
の
前

に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
村
長

か
ら
見
た
日
本
の
村
の

講
演
が
あ
り
、
鳥
取
や

熊
本
、
岐
阜
県
な
ど
の

五
都
市
の
印
象
な
ど
を

振
り
返
り
、「
ふ
る
さ
と
の
農
山

村
で
暮
ら
す
こ
と
の
楽
し
さ
に
つ

い
て
講
演
。

　

大
久
保
村
長
か
ら
「
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
村
長
に
は
親
近
感
を
覚
え

る
し
、
地
域
づ
く
り
は
規
模
も
含

め
て
似
て
い
る
。
姉
妹
提
携
含
め
、

様
々
な
形
で
友
好
関
係
を
結
び
た

い
」と
提
案
さ
れ
、フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

村
長
も
快
諾
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
村

長
が
餅
つ
き
に
挑
戦
。
両
村
長
の

つ
い
た
餅
を
振
る
舞
い
、
根
羽
村

の
家
庭
料
理
、
よ
さ
こ
い
で
は
子

供
た
ち
と
一
緒
に
踊
り
、
日
本
の

文
化
に
触
れ
、
大
満
足
で
し
た
。

　

今
回
の
交
流
を
通
じ
て
、
レ
ッ

テ
ン
バ
ッ
ハ
村
と
根
羽
村
は
同
じ

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
住
み
続
け

ら
れ
る
村
づ
く
り
の
た
め
に
両
村

の
交
流
を
続
け
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
両
村
の
交
流

を
通
じ
て
、
村
の
暮
ら
し
や
経
済

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
村
民

の
皆
さ
ん
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
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�

レ
ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ
村
長

来
村
の
き
っ
か
け
は
？

　

平
成
二
十
七
年
春
の
開
所
を

目
指
し
て
建
設
中
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
暖
房
や
温
水
の

熱
源
と
し
て
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
導

入
を
決
定
し
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
薪
を
生
産
す
る
た
め
の
「
木

の
駅
」事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
木
の
駅
」
事
業
の
企

画
立
案
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
域
再
生
機
構

よ
り
、
根
羽
村
に
よ
く
似
て
い

て
、
今
ま
さ
に
根
羽
村
が
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
実

践
し
て
い
る
村
が
ド
イ
ツ
に
あ

る
と
い
う
こ
と
が
、
実
行
委
員

会
で
話
題
に
な
り
、
レ
ッ
テ
ン

バ
ッ
ハ
村
か
ら
村
長
を
招
い
て

学
ぼ
う
と
言
う
こ
と
で
、
実
現

し
ま
し
た
。
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後期高齢者医療制度のお知らせです 

40,347円 8.10％ 

平成26・27年度の保険料率が決まりました 平成26・27年度の保険料率が決まりました 

（上限額57万円） 

4,034

6,052

20,173

32,277

長野県後期高齢者医療広域連合議会２月定例会の議決を受け、次のとおり改定することになりました。 
保険料額は６月下旬に決定し、村から７月に決定通知書をお送りします。 

保険料の不均一賦課が終了します 保険料の不均一賦課が終了します 保 険 料 の 軽 減 保 険 料 の 軽 減 
　長野県後期高齢者医療広域連合では、平成20年4月1日の制

度当初より、根羽村にお住いの被保険者の皆様には、保険料

率を県内の他の市町村とは別に定め、賦課をしてきました。

この取り扱いが、平成25年度をもって終了しますのでお知ら

せします。 

　なお、平成26年度以降は、県内全市町村が均一の保険料率

となります。 

　保険料率は、都道府県ごと原則均一ですが、制度施行前3年

間の一人当たり医療給付費実績が、著しく低い市町村につい

ては、平成20年度から6年間、保険料率の特例措置を設けて

います。 

　被保険者の前年の総所得金額から基礎控除（33万円）を引いた額が58万円
以下（年金収入で211万円以下）の方は、所得割額が 
5割軽減されます。 

　後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市
町村国保・国保組合は対象外です）の被扶養者であ
った被保険者については、所得割額がかからず均等
割額が９割軽減となります。 

不 均 一 賦 課 と は 

≪お問い合わせ先≫ 
根羽村役場　住民課　後期高齢者医療係　電話0265－49－2111 
または、長野県後期高齢者医療広域連合　電話026－229－5320

平成26年度から

固定資産税の前納報奨金制度が廃止となります
　固定資産税を第1期の納期限（5月末）までに、全額納付の場合、納付額から前納報奨金を減額して納

めていただいてきましたが、平成26年度からこの前納報奨金制度が廃止となります。

廃止の主な理由

�この制度は、戦後の混乱した社会情勢の中で、「税収の早期確保」「納税意識の向上」などを目的として創

設されましたが、近年は金融機関での納税や口座振替が普及・浸透し、その目的が達成されたこと。

�県内において、多くの市町村が前納報奨金制度を廃止していること。

　　※平成25年4月現在、県内で実施している市町村は根羽村を含め4町村です。

全期前納は引き続きできます

　報奨金の交付は廃止されますが、納付書ま

たは、口座振替により年４回の納付額を一括

して納付する全期前納はできます。

口座振替で全期前納を選択されている方へ

　口座振替で全期前納されている方には、前納報奨金廃

止にともない、引き続き全期前納の振替を選択されるか、

期別ごと４回の振替に変更されるか、村から送付する書

類等で変更できます。

引き続き期限内納付にご協力をお願いします！

◎お問い合わせ先　総務課税務係　TEL49－2111
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平
成
二
十
六
年
度
の
消
防
団
の

役
員
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
対

し
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
火

災
予
防
に
も
努
め
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

団　

長　

稲 
垣 
勝 
義

副
団
長　

鈴 
木 
伸 
弥

本
部
長　

松 
下 
直 
樹

喇
叭
長　

塩 
澤 　
 
聡

旗　

手　

永 
井 
大 
幸

第
一
分
団

　

分

団

長　

片 
桐 
吉 
隆

　

副
分
団
長　

石 
原 
幸 
伸

　
　

〃　
　

山 
� 
純 
次

　
　

〃　
　

三 
浦 
祥 
平

第
二
分
団

　

分

団

長　

小 
澤 
寛 
樹

　

副
分
団
長　

佐 
藤 
俊 
平

　
　

〃　
　

片 
桐 
孝 
晃

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
応
募
を
受
け
て
、
三
月
十

二
日
に
区
長
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

各
団
体
の
代
表
者
や
小
・
中
学
生

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
名
の
、
合
計
三

十
四
名
の
皆
さ
ん
を
選
考
委
員
に

お
願
い
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
暖
か
い
感
じ
の
名
前
が
よ
い
。」

「
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
呼
び
や

す
い
名
前
が
よ
い
。」「
カ
タ
カ
ナ

は
や
め
た
方
が
よ
い
。」「
シ
ン
プ

ル
な
名
前
が
よ
い
。」
等
々
の
意

見
が
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
【
ね
ば

ね
の
里
「
な
ご
み
」】
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

来
年
春
の
開
所
を
目
指
し
、
施

設
も
順
調
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
ネ

バ
ー
ラ
ン
ド
の
駐
車
場
か
ら
も
見

え
ま
す
の
で
、
一
度
立
ち
止
ま
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
六
年
度

平
成
二
十
六
年
度

根
羽
村
消
防
団
の
役
員
が

根
羽
村
消
防
団
の
役
員
が

変
わ
り
ま
す

変
わ
り
ま
す

高
齢
者
福
祉
施
設
の
名
称

高
齢
者
福
祉
施
設
の
名
称

《
ね
ば
ね
の
里「
な
ご
み
」》

《
ね
ば
ね
の
里「
な
ご
み
」》

と
決
ま
り
ま
し
た

と
決
ま
り
ま
し
た

　

昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
一
月
に

か
け
て
高
齢
者
福
祉
施
設
の
名
称

募
集
を
行
い
、
五
十
九
名
の
方
か

ら
百
六
十
件
も
の
名
称
を
提
案
し

高
校
生
修
学
補
助
を
始
め

高
校
生
修
学
補
助
を
始
め

ま
す
ま
す

　

根
羽
村
に
は
高
等
学
校
が
な
く

中
学
校
を
卒
業
し
、
高
等
学
校
へ

入
学
す
る
と
通
学
が
困
難
と
な
り
、

保
護
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
四
月
か

ら
、子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

保
護
者
の
負
担
増
と
な
る
高
等
学

校
等
の
修
学
費
用
に
対
し
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
で
、
高
等
教
育

を
均
等
に
受
け
る
機
会
を
設
け
る

と
と
も
に
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

根
羽
中
学
校
を
卒
業
し
た
高
校

生
で
あ
る
こ
と
や
、
保
護
者
は
根

羽
村
に
住
所
が
あ
り
、
永
住
の
意

思
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
交
付
条
件

と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
額
は
、
修
学
者
一
名

に
月
額
一
万
円
で
、
補
助
金
は
六

月
・
九
月
・
十
二
月
・
三
月
の
年

四
回
保
護
者
に
支
払
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
期
間
は
、
原
則

と
し
て
入
学
し
て
か
ら
三
年
間
と

し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、

後
日
交
付
申
請
書
等
を
送
付
し
ま

す
。根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村ははははははははははははははははははははは住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅ののののののののののののののののののののの耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修ををををををををををををををををををををを支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす根羽村は住宅の耐震診断・改修を支援します

☆精密耐震診断は無料です。診断にかかる時間は１時間～２

時間ほど。

☆精密耐震診断は、今年度が最終年度になる予定です。是非

ご検討下さい。

　根羽村では平成２０年度から２２年度において木造住宅の簡易耐震診断

を実施した結果、倒壊の危険がある木造住宅が多く見うけられました。

　そこで、村では平成２５年度より長野県「住宅・建築物耐震改修促進

事業」に基づく、住宅の精密耐震診断（無料）と、耐震改修（補強）工事

の補助事業を行っております。昨年は１２件の精密診断を行いました。

１．対象となる住宅

　昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅

２．耐震診断

　�精密耐震診断（無料）　所要時間はおおよそ1時間～2時間ほど。

　精密耐震診断は、村が委託した長野県建築士事務所協会が実施

します。診断士がご自宅を訪問し、お話を伺いながら部屋の寸法

や材質・構造などを診断していきます。その結果により、住宅の

耐震上の弱点の説明と、適切な耐震補強の方法を提案します。

　�診断の判定結果は次のとおりで示されます。

　1.0未満(倒壊の危険がある)となった場合は、耐震改修工事を

検討ください。診断の際は、住宅内部や天井裏、床下の調査も必

要になりますので調査の当日は立ち会いが必要となります。

3．耐震改修(補強)工事

　精密耐震診断の総合評点が1.0未満の住宅に耐震を向上させるための

耐震改修(補強)工事を行った場合、補強工事の一部を補助します。(補

助対象工事の1／2、補助金限度額60万円)

４．申し込み・問い合わせ先

　耐震診断及び耐震改修（補強）工事補助事業のお問い合わせは、役場 

振興課 住宅係（�49－2111）にお気軽にお問い合わせください。

判　　　　定評点結果

安全と思われます。1.5以上

一応安全と思われます。1.0以上1.5未満

やや倒壊または破壊の危険があります。0.7以上1.0未満

倒壊または大破壊の危険があります。0.7未満

根羽村住宅リフォーム補助金制度
（地域産業活性化緊急助成事業補助金制度）

最終
26年度
限りです

ご自宅の修理なら、「工事費半額補助」
「10万円助成金｣の今がチャンスです。

先着予約順、只今受付中
補助額　対象工事費の2分の1で、最高限度額10万円
～着工前に申請と交付決定が必要です。厳守～
＊申請は同一住宅または所有者につき1回限りです

〈申 請 者〉村内に住所がある世帯主で、同一世帯全員に税金等の滞納がない方
〈対象物件〉本人が村内に所有する個人住宅（本人またはその家族が居住するための

住宅、店舗併用住宅は住宅部分）
〈対象工事〉①個人住宅の増築、一部改築、改修、修繕、設備の改修などの工事
　　　　　　②平成27年3月31日までに工事が完了し、代金お支払いができる工事
　　　　　　③本制度に登録した住宅関連業者が施工する工事
〈登録業者〉�片桐工務所　�フジヨシ工業　左官上西　清水屋建築　原田工建
　　　　　　石原住宅　片桐好和　稲垣晃

対象とならない工事例対象となる工事例

�造園、門扉、塀、舗装等の外構工事
�物置、車庫等の設置工事
�家庭用電気機械器具、家具等の購入および設置工事
�住宅太陽光発電の設置工事（別枠の補助制度があります）
�国、県または村のほかの補助制度の対象となる工事と重複するもの
�単純な畳替え、襖および障子の張替え等
　（増改築や修繕、改修等を伴わない場合には対象となりません）

�住宅部分の増築
�手すりの設置、段差解消、その他のバリアフリー化
�防音、断熱化（窓、ガラス、サッシ、ドア等の改修）
�バルコニー等の設置　�内装の改修　�外装の改修
�基礎、土台の補強　　�屋根のふき替え
�耐震補強工事（部分を補強を含む）
�台所、風呂、トイレ等の水回り改修

申請先・ご相談は　根羽村商工会（担当宮下）へ　�49－2103　※朝8時30分から夕方5時まで
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小
・
中
学
校
教
職
員
の
方
々
が

年
度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
転
出
入
さ
れ
ま
し
た
。

根
羽
小
学
校

【
転
出
四
名
】

○
笠
原
由
啓
先
生

　

飯
島
町
立
七
久
保
小
学
校
へ

○
祢
津
伴
美
先
生

　

長
野
市
立
三
本
柳
小
学
校
へ

○
今
牧　

渉
先
生

　

阿
智
村
立
清
内
路
小
学
校
へ

○
降
旗
美
保
子
先
生 

　

岡
谷
市
立
長
地
小
学
校
へ

【
転
入
四
名
】

○
河
西
弘
哲
先
生

　

下
條
村
立
下
條
小
学
校
よ
り

○
市
村
信
子
先
生

　

佐
久
市
立
岩
村
田
小
学
校
よ
り

○
鈴
木
陽
一
郎
先
生

　

松
阪
市
立
第
五
小
学
校
よ
り

○
伊
藤
直
也
先
生

　

飯
田
市
立
上
郷
小
学
校
よ
り

根
羽
中
学
校

【
転
出
四
名
】

○
宮
下
寿
男
教
頭
先
生

　

飯
田
市
立
竜
東
中
学
校
へ

○
小
林
葉
子
先
生

　

長
野
市
立
昭
和
小
学
校
へ

○
小
森
温
子
先
生

　

松
本
市
立
梓
川
小
学
校
へ

○
宮
嶋
實
行
先
生
（
非
常
勤
） 

　

十
二
月
二
十
日
で
満
八
十
八
歳

に
な
ら
れ
ま
し
た
、
松
下
一
男
氏

に
、
旭
日
單
光
章
が
授
与
さ
れ
、

二
月
二
十
六
日
に
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
昭
和
五
十
四
年
地
域
住

民
よ
り
推
さ
れ
て
根
羽
村
議
会
議

員
に
当
選
し
、
以
来
平
成
三
年
ま

で
の
、
三
期
十
二
年
の
永
き
に
亘

り
在
職
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上

と
村
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
林
務
常
任
委
員
長

を
歴
任
さ
れ
特
に
昭
和
六
十
二
年

か
ら
二
年
間
は
副
議
長
と
し
て
議

会
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
に
当
選
さ
れ
た
昭
和
五
十

四
年
に
は
、
木
材
価
格
の
低
下
等

に
よ
り
林
業
関
連
事
業
の
存
続
が

問
わ
れ
る
中
、
村
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
森
林
資
源
の
有
効
活

用
を
考
え
林
道
開
設
の
推
進
や
地

域
の
森
林
、
林
業
を
守
り
次
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
組
織
づ
く
り
な

ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
日
本
国
天
皇
よ
り
「
旭
日

單
光
章
」を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

松
下
一
男
氏

松
下
一
男
氏
（
向
黒
地
）

（
向
黒
地
）

旭
日
單
光
章
を

旭
日
單
光
章
を

授
与
さ
れ
る

授
与
さ
れ
る

　

松
川
町
立
松
川
中
学
校
へ

【
転
入
三
名
】

○
小
林
嘉
明
教
頭
先
生

　

飯
田
市
立
旭
ケ
丘
中
学
校
よ
り

○
�
澤
真
理
子
先
生

　

松
本
市
立
旭
町
中
学
校
よ
り

○
原　

舞
美
先
生

　

飯
田
市
立
緑
ケ
丘
中
学
校
よ
り

人　

の　

動　

き

役
場
職
員
の
異
動

　

役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
採
用

　

総
務
課

　
　

苅
谷
明
昌
（
神
戸
市
出
身
）

　

振
興
課

　
　

片
桐
充
貴
（
根
羽
村
）

　

保
育
士

　
　

石
原
亜
紀
（
根
羽
村
）

退
職
（
三
月
三
十
一
日
付
）

　
　

石
原
武
敏
（
住
民
課
）

　

平
成
二
十
五
年
度
の
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
で
ヘ

ル
メ
ッ
ト
一
〇
〇
個
、
鍬
七
〇

本
、
ス
コ
ッ
プ
三
〇
本
、
掛
矢

五
本
、
刈
込
鋏
一
〇
本
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
根

羽
村
矢
作
川
上
下
流
植
栽
交
流

事
業
で
あ
る
根
羽
村
植
樹
祭
、

花
木
を
育
て
る
会
等
で
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借借金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金ののののののののののののののののののののの返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返返済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済でででででででででででででででででででででおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困困りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方借金の返済でお困りの方
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいご相談ください

相談は秘密厳守・無料です。

ひとりで悩まずにご相談ください。

 受　付 

　平　日　８時３０分～１２時

　　　　　１３時～１６時３０分

 問い合わせ 

　財務省関東財務局長野財務事務所

　「多重債務相談窓口」

　�026－234－2970（直通）

　長野市旭町1108

　長野第2合同庁舎5階

平
成
二
十
五
年
度

地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
事
業




